
平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日
提
出

質

問

第

一

三

八

号

東
日
本
大
震
災
六
周
年
追
悼
式
で
総
理
が
「
原
発
事
故
」
に
触
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美
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東
日
本
大
震
災
六
周
年
追
悼
式
で
総
理
が
「
原
発
事
故
」
に
触
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
七
年
三
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
政
府
主
催
の
「
東
日
本
大
震
災
六
周
年
追
悼
式
」
に
お
け
る
、
安
倍
総
理
の
式
辞
の

中
で
、
こ
れ
ま
で
の
式
辞
で
は
必
ず
言
及
さ
れ
て
き
た
「
原
発
事
故
」
へ
の
文
言
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
。

福
島
で
は
、
避
難
指
示
区
域
か
ら
の
避
難
者
数
が
五
万
七
千
人
（
二
〇
一
六
年
七
月
十
二
日
、
原
子
力
被
災
者
生
活
支
援

チ
ー
ム
集
計
）
お
り
、
う
ち
帰
還
困
難
区
域
か
ら
の
避
難
者
は
約
二
万
四
千
人
い
る
。
さ
ら
に
、
放
射
性
物
質
の
不
安
か
ら
ふ

る
さ
と
へ
帰
還
で
き
な
い
避
難
者
（
自
主
避
難
）
を
含
め
る
と
、
総
計
七
万
九
千
人
（
二
〇
一
七
年
二
月
十
三
日
現
在
、
復
興

庁
資
料
）
の
避
難
者
が
い
る
。

こ
の
現
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
原
発
事
故
の
た
め
に
、
住
み
慣
れ
た
土
地
に
戻
れ
な
い
方
々
」
へ
の
言
及
が
な
い
の
は
、

安
倍
総
理
の
、
原
発
事
故
を
過
去
の
も
の
に
し
た
い
と
す
る
姿
勢
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

本
年
四
月
よ
り
、
一
部
を
除
く
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
・
居
住
制
限
区
域
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
る
が
、
見
込
ま
れ
る

帰
還
率
は
今
な
お
低
い
。
ま
た
、
帰
還
困
難
区
域
全
体
に
つ
い
て
の
解
除
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
避
難
生

活
の
長
期
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
、
よ
り
重
く
受
け
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
島
第
一
原
発
事
故
後
に
制
定
さ
れ
た
関
連
法
（
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法
、
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援

一



機
構
法
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
、
東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の
生
活

を
守
り
支
え
る
た
め
の
被
災
者
の
生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
「
子
ど
も
被
災
者
支
援
法
」

と
い
う
）
）
は
い
ず
れ
も
、
「
原
子
力
政
策
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
に
伴
う
国
の
社
会
的
な
責
任
」
を
明
記
し
て
い
る
。
ま

た
、
政
府
は
こ
れ
ま
で
復
興
に
向
け
た
基
本
姿
勢
と
し
て
、
被
災
地
に
寄
り
添
い
、
福
島
の
復
興
再
生
に
お
い
て
は
前
面
に

立
っ
て
継
続
し
て
取
り
組
む
と
し
て
き
た
が
、
先
の
式
辞
は
こ
れ
と
矛
盾
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
福
島
県
知
事
も

「
県
民
感
覚
と
し
て
違
和
感
を
覚
え
た
。
（
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
は
）
過
去
形
で
は
な
く
現
在
進
行
形
だ
。
原
発
事
故
、
原

子
力
災
害
と
い
う
重
い
言
葉
は
欠
か
せ
な
い
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

問
一

安
倍
総
理
が
、
「
原
発
事
故
」
の
文
言
を
使
わ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

問
二

「
原
発
事
故
」
の
文
言
を
外
し
た
の
は
い
つ
、
誰
の
判
断
に
よ
る
も
の
か
。

問
三

二
〇
一
六
年
の
内
閣
総
理
大
臣
式
辞
で
は
、
「
被
災
地
で
は
、
未
だ
に
、
多
く
の
方
々
が
不
自
由
な
生
活
を
送
ら
れ
て

い
ま
す
。
原
発
事
故
の
た
め
に
、
住
み
慣
れ
た
土
地
に
戻
れ
な
い
方
々
も
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
」
と
安
倍
総
理
は
発
言
し

た
。
政
府
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
十
一
日
、
「
原
発
事
故
の
た
め
に
、
住
み
慣
れ
た
土
地
に
戻
れ
な
い
方
々
」
は
存
在
し

二



な
い
と
い
う
認
識
か
。
存
在
す
る
と
い
う
認
識
で
あ
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
の
方
々
が
、
福
島
県
内
、
県
外
に
そ
れ
ぞ
れ
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
把
握
し
て
い
る
か
。

問
四

安
倍
総
理
は
式
辞
の
中
で
、
「
福
島
に
お
い
て
も
順
次
避
難
指
示
の
解
除
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
復
興
は
新
た
な
段
階
に

入
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
避
難
指
示
区
域
の
避
難
指
示
解
除
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
住

民
の
理
解
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
得
ら
れ
た
と
は
言
い
難
い
区
域
も
あ
り
、
ま
た
、
解
除
後
の
各
市
町
村
に
お
け
る
帰
還
が
進

ん
で
い
な
い
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、
避
難
指
示
解
除
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
主
な
理
由
と
し
て
復
興
が
新
た
な
段
階

に
入
り
つ
つ
あ
る
と
明
言
す
る
こ
と
は
、
総
理
が
、
被
災
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
を
直
視
し
て
い
な
い
こ
と
の
表
れ
で

は
な
い
か
。

問
五

安
倍
総
理
が
い
う
復
興
の
「
新
た
な
段
階
」
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
被
災
者
支
援
法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
原
子
力
政
策
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
に
伴
い
国
が
社
会
的
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
政
府
の
基
本
方
針
は
現

在
も
変
わ
り
な
い
か
。

問
六

三
月
十
一
日
に
あ
わ
せ
毎
年
行
わ
れ
て
き
た
総
理
記
者
会
見
が
、
本
年
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
、
三
月
十

日
の
菅
官
房
長
官
記
者
会
見
で
は
、
「
記
者
会
見
を
行
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
対
し
て
の
政

三



府
の
取
組
が
後
退
し
た
と
受
け
止
め
ら
れ
な
い
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
「
そ
こ
は
全
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
の
答

え
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
追
悼
式
で
「
原
発
事
故
」
の
文
言
に
も
触
れ
ず
、
そ
の
上
、
毎
年
行
っ
て
き
た
総
理
記

者
会
見
も
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
国
民
か
ら
政
府
の
取
組
姿
勢
が
後
退
し
て
い
る
と
受
け
止
め
ら
れ
て
然

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
総
理
記
者
会
見
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
を
明
確
に
説
明
さ
れ
た
い
。

問
七

菅
官
房
長
官
は
、
三
月
十
三
日
の
記
者
会
見
で
「
（
原
発
事
故
の
）
風
化
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
認
識
を
示
し
た

が
、
福
島
県
知
事
の
疑
問
に
答
え
、
被
災
者
の
方
々
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
昨
年
ま
で
く
り
か
え
さ
れ
て
き
た

よ
う
に
、
安
倍
総
理
自
ら
の
言
葉
と
し
て
、
「
原
発
事
故
」
の
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

右
質
問
す
る
。

四


